
 

＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書 

① 第三者評価機関名 

株式会社プレパレーション 

②施設・事業所情報 

名称：天才キッズクラブ 

陽だまりの家百合ヶ丘園 

種別：企業主導型保育所 

代表者氏名：蔭山 恵理 定員（利用人数）：２５名（22名） 

所在地：神奈川県川崎市麻生区百合丘1-4-13桜ヒルズ1階                   

TEL：044-819-6421 ホームページ：

https://www.tensaikids.jp/ 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日：令和元年5月7日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：株式会社TKC 

 職員数 常勤職員：４名 非常勤職員：１１名 

 専門職員 （専門職の名称）     名 子育て支援員：4名 

保育士：9名  

看護師：1名  

 施設・設備

の概要 

（居室数） （設備等） 

保育室：３ 子どもトイレ：１ 

遊戯室 大人トイレ：１ 

更衣室：１ 園庭     有(   )  無( 〇  ) 

事務室：１ その他 

調乳室：１  

② 理念・基本方針 

やらせない、教えない、無理強いしない。1に楽しく、２に楽しく、3，4がなくて５

に楽しく。  

④施設・事業所の特徴的な取組 

三種の神器（ハイタッチ・ピグマリオンミーティング・パチパチ４０）を通して、大

人も子どもも楽しむ、応援しあう文化、人の良いところを褒めあう習慣を大切にして

いる。 

⑤第三者評価の受審状況 

評価実施期間 

 

2023年9月1日（契約日） ～ 

2024年2月26日（評価結果確定日） 

受審回数（前回の受審時期）       0回（    年度） 

⑥総評 

◇特長や今後期待される点 

 

・職員同士のコミュニケーションを大切にしています 

職員が楽しく働くことが出来るよう、天才キッズクラブとして大事にしている3種

の神器に、①人の良いところを見る「ピグマリオンミーティング」②失敗を責めずに

再チャレンジに繋げる「パチパチ40」③職員同士だけではなく保護者の方とも心を

通わせる「ハイタッチ」など、法人独自のコミュニケーション方法を取り入れていま

す。特に「ハイタッチ」は、職員同士や保護者と声をかけながら「ハイタッチ」して

https://www.tensaikids.jp/


挨拶を交わしており、円滑なコミュニケーションが明るい職場環境・チームワークの

向上に繋がっています。 

 

・リスクマネジメント体制を構築しています 

園ではこどもが安全・安心に過ごせるよう、各種マニュアルを整備しており、日頃

から避難訓練・AEDの使い方・心肺蘇生などの実践的な研修をおこなっています。 

散歩時の緊急時対応など職員会議で確認をしており、緊急時の通報に備えて公園名は

正式名称を把握しています。さらに、外出先での不審者対策は合い言葉を用いて、職

員間で連携を図るなど、こどもを守るための安全対策に日々努めています。 

 

・こども一人ひとりに向き合った保育に取り組んでいます 

園では、保育者が通常の担当クラス以外で保育に取り組む「担任留学」を取り入れ

ています。保育室は、見渡しの良いワンフロアを棚など活用して、クラス別に過ごせ

る空間を作り活動しており、職員は一丸となって保育に取り組んでいます。「担任留

学」をおこなうことは、こども一人ひとりの理解が深まり園全体でこどもの育ちを共

有することにつながっています。こどもに関わる保育者が増えることで、一人ひとり

に向き合った丁寧な保育をおこなっています。 

 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

園として初めて受審させていただきましたが、客観的に保育や園運営について振り返 

り、より良い園を目指していくきっかけとなりました。 

法人として、中長期計画や人事基準の明確化には取り組みを始めているので、周知で

きるようにしていきたきます。また、実習生やボランティアの受け入れについては小

規模園のアットホームさを感じてもらうことができると思っておりますので、機会が

あれば積極的に受け入れていきたいです。障がい児やアレルギー・慢性疾患を抱える

園児の保育については、今年度は受け入れ実績がありませんでしたが、今後受け入れ

る時には保育者一同、同じ方向性で保育ができるようにしていきます。園児の成長発

達は誰一人同じではなく、一人ひとりの個性を把握し受け入れながら家庭と協働して

子どもの最善の利益を尊重して保育を行っていきたいと考えております。 

 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙２のとおり 


